
 
2 0 2 4 年 3 月 7 日 

大 阪 ガ ス 株 式 会 社  

 

大阪ガス株式会社（社長：藤原 正隆）は、このたび、2024 年度から 2026 年度ま

での 3ヵ年を対象とする「Daigas グループ中期経営計画 2026」を策定しました。 

 

エネルギーセキュリティの不安定化や気候変動による自然災害の甚大化など、 

これまで以上に社会課題解決の重要性が高まっています。 

 中期経営計画 2026 においては、安定供給やトランジション期における低炭素化 

など「今日の安心」をまもり続けるとともに、社会課題解決が進む「未来の日常」の

創造に向けて Daigas グループの事業基盤を進化させ、持続可能な社会の実現に貢献

してまいります。（＝「Connecting Ambitious Dreams」） 

 

記 

 
1．本計画の概要 
 前中期計画の発表以降、脱炭素潮流の加速やエネルギーセキュリティの不安定  

化等の社会課題解決に対する要請が一層高まるとともに、人材不足や労働観の多様

化等の社会変化が進展しました。 
 本計画の対象期間（2024 年度～2026 年度）は、足下の変化へ対応し、安定供給

の使命とトランジション期への貢献に取り組むとともに、2030 年のカーボンニュ

ートラル（以下、「CN」）加速に向けた基盤構築を両輪で進める、「未来に橋を架け

る」期間と位置づけます。 
 不確実性の高い時代に一貫性ある企業活動を行うために、これからの時代を歩む

Daigas グループの志として「今日の安心をまもり、未来の日常をつくる」を掲げ、

取り組みを進めてまいります。 
 また、本計画期間中の重点戦略「3 つの約束」として、CN と天然ガスの両輪で

社会課題の解決を進める「ミライ価値の共創」と、多様な人材が集い切磋琢磨し  

合う企業文化を目指す「従業員の輝き向上」、アセットライトな経営意識の徹底を

中心とする「経営基盤の進化」を掲げて取り組みを強化し、ステークホルダーの  

皆さまから高い共感が寄せられる企業グループを目指してまいります。 
（以上を踏まえ、本計画の名称を「Connecting Ambitious Dreams」とします） 

 
 

Daigas グループ中期経営計画 2026 
「  Connecting Ambitious Dreams  」 



2．経営指標 
（1）財務指標 

 

*1 発行済みのハイブリッド社債 1,750 億円のうち、50％を資本性があるとみなして調整した数値 

 

（2）主な非財務指標 
マテリアリティ項目 2026 年度 ESG 指標目標 

エネルギーの CN 化 ・社会全体への CO2 排出削減貢献量 700 万トン 

・再生可能エネルギー普及貢献量 400 万 kW 

・自社オフィス・社用車における CO2 削減率 67％ 

お客さまと社会のレジリエンス向上 ・重大事故および自社起因の重大供給支障ゼロ 

先進的で多様なソリューションの共創 ・お客さまアカウント 1,090 万件 

・お客さま満足度 90％ 

従業員と企業の価値が相互に高まる 

環境づくり 

・ワークエンゲージメントスコア 50 以上 

健全でしなやかな経営基盤構築 ・女性取締役比率 25％ 

・重大な法令違反ゼロ 

 
以 上 

 
※Daigas グループ中期経営計画 2026「Connecting Ambitious Dreams」の詳細は、

添付資料をご覧ください。 

項目 2026 年度計画 

収益性指標 ROIC 5.0％程度 

ROE 8.0％程度 

株主還元 DOE 3.0％ 

財務健全性指標 自己資本比率(*1) 45％以上 

D/E 比率(*1) 0.8 以下 


